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健康経営優良法人認定は人材の定着と企業の評判に影響するか    

―健康経営度調査を用いた実証分析― 

 

木下祐輔（大阪商業大学） 

 

１．背景と目的 

 近年，国民の健康寿命の延伸という政策目的を背景に，従業員の健康管理を経営的視点から考

え，戦略的に実践する「健康経営」が注目されている。中でも，2014 年以降，健康経営に取り組む

企業が社会で評価される枠組みとして，「健康経営銘柄」や「健康経営優良法人」の認定といった

顕彰制度が行われている。こうした顕彰制度に期待される効果のうち，企業価値や企業利潤に注

目した研究（Grossmeier et al. 2016など）がある一方，その他の側面に着目した研究は乏しい。 

 

２．分析方法と結果の概要 

そこで本研究では，「健康経営」に関連する施策の中でも，代表的な顕彰制度の一つである「健

康経営優良法人」認定が，認定企業の人材獲得や定着といった雇用面に与える影響に焦点を当

てた。分析には，顕彰制度に係る調査（「健康経営度調査」）への企業の参加が任意であることから

生じるセレクションバイアスに対処するため，傾向スコアマッチングを用いた差の差推定（PSM-DID）

を用いた。これにより，健康経営優良法人に認定されることが企業の評判を高め，正社員離職率の

低下や企業の評判といったアウトカムにプラスの影響をもたらすか検証した。その結果，正社員離

職率，学生の就職希望企業ランキングのいずれも，認定による効果はみられなかった。 

 

３．考察 

本研究の結果からは，健康経営優良法人に認定されるだけではアウトカムの改善には不十分で

あること，実際に内部における職場環境改善につながっているかどうかの方が重要であることを示

唆しているとみられる。また，学生にとっては認定がシグナルとして機能していない可能性もあり，

今後の公表方法の見直し（ホワイト企業との関連付け）も必要と考えられる。 
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